福井県青少年愛護審議会（全体会）議事録

１　開催日時

　　平成２０年６月２６日（木）午前１０時～午前１１時２５分

２　開催場所

　　県庁　６階大会議室
３　出席者

（１）委員１４人

　　　戎利光会長、伊井彌州雄委員、上田秀徽委員、小川忍委員、
　　　小柳義夫委員、清水祥三委員、新道忠雄委員、中川和子委員、

　　　丹羽治夫委員、長谷川功子委員、三嶋美智子委員、見谷智恵委員、
　　　山下善久委員、吉村明美委員

　　（欠席　芦野順一委員、大塚潤三委員、大西義幸委員、末広治委員、

　　　　　　千葉寿美江委員、寺島美根子委員）

（２）幹事　４人

　　　斉藤省三幹事、杉村敏隆幹事（代理）、中島嘉文幹事（代理）、
　　　森川茂樹幹事

（２）事務局　６人

　　　大橋企画幹（県民安全）
　　　北山県民安全課長ほか課員３人
県警本部生活環境課錺村参事
４　審議内容

（１）図書等の緊急指定に係る報告
　ア　有害興行の緊急指定に係る報告
　　　事務局から、５月に有害興行として緊急指定した８本について、指定経緯および指定理由についての報告がなされた。
　イ　有害図書等の緊急指定に係る報告
　　　事務局から、５月に有害図書等として緊急指定した１４冊について、指定経緯および指定理由についての報告がなされた。
（２）ビデオ等の包括指定に係る報告

　　　事務局から、４月に有害図書等として包括指定したビデオ等２０３作品、５月に有害図書等として包括指定したビデオ等２００作品について、指定経緯および指定理由について報告がなされた。

（３）図書等の推奨、指定にかかる諮問

　ア　優良図書の推奨に係る諮問

　　　知事から優良図書の推奨に関し諮問を受けた図書１０冊について、各委員に図書を回覧するとともに事前審査を行った委員による補足説明を行ったところ、いずれも優良図書として推奨することが適当との意見を得た。

　イ　有害興行の指定に係る諮問

　　　知事から有害興行の指定に関して諮問を受けた映画４本について、事務局から指定理由等を説明し、審議したところ、いずれも有害興行として指定することが適当との意見を得た。

　ウ　有害図書等の指定に係る諮問

　　　知事から有害図書等の指定に関して諮問を受けた図書１３冊について、事務局から指定理由等を説明し、図書を各委員に回覧したところ、いずれも有害図書等として指定することが適当との意見を得た。

（４）その他
　ア　優良図書のパネル展示について

　県立図書館（４月２３日から４月３０日まで）、若狭図書学習センター（５月１日から５月１４日まで）、および県庁ホール（５月１９日から５月２３日まで）において開催した優良図書パネル展の実施内容等およびパネル展に関するアンケート調査の結果概要について報告がなされた。
　イ　非行防止一斉キャンペーン等の実施について

　７月１日から１か月間、県が実施する非行防止一斉キャンペーンの内容等について説明がなされた。

（5） 有害がん具刃物類の指定にかかる諮問
　　　知事から有害刃物類の指定に関して諮問を受けた刃物類について、事務局から指定理由等を説明し、刃物類を各委員に回覧したところ、有害刃物類として指定することが適当との意見を得た。
　　　審議の過程において

· 今後も、危険なナイフとして様々なものが想定されるため、包括的な指定には賛成である。
· 秋葉原の事件では、犯人が福井市内でナイフを購入したことから、県民に不安がある。全国に先駆けて本県が包括的な指定をすることは、県民の不安を取り除くという点からも望ましいことである。
· 当県で有害刃物類として指定されても、他県での購入や、インターネットでの購入も考えられる。青少年に対して周知と意識づけを図ることが大切である。
· 包括指定することによって、有害刃物類を青少年に販売することを禁じることはできても、大人が購入した刃物類が青少年の手に渡ってしまっては意味がない。今後、購入者の状況等を調査し、必要な対応を検討するべきである、等の意見が出た。
　　　これらの意見を踏まえ、今後も、引き続き、ナイフに関する課題を検討していくこととなった。
